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　日本で私は何が好きなんだろうか。桜、ディズニーラ
ンド、東京、京都、ラーメン、ロボット、温泉。私は最
初にこの土地に足を踏み入れた時、それらの考えが私の
頭に浮かびました。遂に私はここに来ました。私はとて
も興奮していました。私はここでそれらのことを探求し
ている時、心の中に以下の考えをもっていました。「こ
の場所で一番好きなのはどこだろう？」「何が私の心を
正直にドキドキさせるのか。」「何を見ているとき、私は
飽きないのか。」「何が本当に好きなのか。暫くして私は
それらが何なのか分かりました。私が本当に好きなも�
の…。
　私のトップリストでそれは桜でした。初めて見た時は
びっくりしました。夢が叶った！私はその景色を見るこ
とはできないのではないかと前に思っていました。それ
は私の想像を超えていました。その時私は公園にいて、
それがどれほど美しいかを見ました。圧倒されました。
だから桜が落ち始めた時私は心に思いました、「また来
年桜に会いましょう。」でももう一度自問します。「本当
に一番好きなのは桜なのか。恐らくそうだろう。」そう
思っていました。それはいつも私の目に見えていたもの

です。常に私のそばにあり、いつも存在しているもので
した。
　私は冒頭に記したものに感謝しています。ラーメンが
大好き、そしてロボットが好きです。ディズニーランド
に行くことを夢見ています。そして私は東京が大好きで
す。そしてもっとたくさん好きなことがあります。
　しかし次のものはとても特別です。夕方五時頃近くの
公園を歩いていたしゅんかん突然歩くのを止めたほどで
す。この黄橙色の光の線が私の顔に当たると世界が止
まったような気がしました。そうです、それは日の入り
でした。心臓がドキドキしたので、そこに立って、地面
に沈む夕日を眺めました。うわ！この土地の太陽はとて
も大きいです。私の国の太陽に比べてとても大きかった
です。それから私はなぜ私が直ぐにこれに気づかなかっ
たのか自問しました。いつもここにあったのです。それ
はずっと私の側にありました。この太陽は私の土地の太
陽と全く同じ太陽なのだと気づいています。家に帰った
家族が見ているのと全く同じ太陽、そしてこの太陽は素
晴らしいです。私の心を希望でみたすのに十分なほど美
しく大きかったです。これを見ていると、私が抱えてい
た問題はすべてきえていくようでした。どんなに仕事が
大変だったときも、続ける気力を与えてくれるようでし
た。それは私に強さを与えてくれました。それは私の心
を落ちつかせます。そして私は十分に感謝しました。い
つも見ていると、この太陽は家族も見ているものと同じ
だと思います。それは私たちを接続させます。私はかれ
らから遠く離れていても、まだこの繋がりがあります。
たしかに希望に満ちています。それは私がこの場所で好
きな最高のものです。本当に驚くべきもでした。この日
の入りは。

驚くべきものだった

　みなさんは日本人にどんなイメージを持っています
か？私は日本に来る前、日本人と言えば厳しくて、冷た
いイメージがあり、日本に行くのはとても不安でした。
初めて家族と離れて一人で暮らさなければならないし、
困ったことがあればどうすればいいだろう、日本人に叱
られたらどう乗り越えればいいだろうなど、不安な気持
ちでいっぱいでした。しかし、ある人との出会いで、不
安な気持ちがパッと消えていきました。
　会社に行った初日に、偉い人たちの前で自己紹介をし
なければなりませんでした。しかし、恥ずかしさと緊張
で身体が固まって、声がでなくなってしまいました。そ
んな時、隣にいた日本人社員の「彼女」が私の気持ちを
分かってくれたようで、小声で「頑張って」と励まして
くれました。一瞬で心が温かくなりました。冷たい日本
人が私を励ましてくれるなんて思いもしませんでした。
自己紹介の後は、お弁当を食べながら彼女と色々話をし
ました。お弁当の食材、ベトナムのことなど日本語がわ
からない時は、身振り手振りで熱心に説明してくれまし
た。本当に感動しました。そんな親切な彼女ともっと楽
しくいろいろな話をしたくなり、日本文化ももっと知り

たくなりました。その日から彼女のことを「ママ」と呼
んでいます。
　ある時、東京の姉に会いに行きたいと話をすると、マ
マは「ちょうど用事があって、東京の方に行こうと思っ
ていたの、一緒にいこう」と誘ってくれました。私に
会ってからまだ数ヵ月しか経っていないのに、切符の買
い方から駅への行き方まで全部ママが教えてくれまし
た。何時に起きて、何時に出発するかまで紙に書いて説
明してくれました。その時から、私とママはもっと仲が
よくなりました。まるで本当の親子のようです。
　毎朝ママに元気な顔で会うために、早く会社に行きた
いです。「ゴックちゃんおはよう。」と優しい声を聞くと
一日元気になれます。ママに出会えて本当によかったで
す。日本語だけでなく、日本の文化についても教えてく
れました。私はいつもハンカチを持つようにしていま
す。それは、使い捨てペーパーを使わず、ハンカチを使
えば資源の節約になるとママが教えてくれたからです。
　昨年のお正月はママが家に招待して、日本の伝統的な
食事をごちそうしてくれました。ママの家族と一緒に
ゲームをしたり、ドラマを見たり、笑いが止まりません
でした。幸せな人は周りの人の心も温めるんだなと思い
ました。いつも笑顔でいれば、絶対親切な人に出会える
んだなと思いました。ママとの出会いに心から感謝して
います。私もママのように人の心を温められるような人
になりたいと思います。
　みなさんもいつも輝く心で人に優しく笑顔で生きてい
れば、絶対誰もがあなたに優しくしてくれるよ。勝手な
イメージや人の見ためで判断するのでなく、心で感じて
ください。

温かい心




